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お手数をおかけしますが、こちらから資料をご覧ください。
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第１部 現教育についての確認
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ビジョンの共有：

GIGAやDX

事の発端は何だったで
しょうか？

発言はChatかQRか近
くの方と
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新学習指導要領 実施

1 小学校は令和2年（2020年）度

2 中学校は令和3年（2021年）度

3 高等学校は令和4年（2022年）度

2017年
周知徹底
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ビジョンの共有：

学習指導要領

育成したい資質・能力
は何でしょうか？

発言はChatかQRか近
くの方と
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育成したい資質・能力

1 知識や技能

2 思考力、判断力、表現力など

3 学びに向かう力、人間性など
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ビジョンの共有：

資質・能力

具体的にはどのような
力の育成でしょうか？

発言はChatかQRか近
くの方と
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具体的には？

● 主体性や自律性に関わる力
● 対人関係能力
● 課題解決力
● 情報活用能力
● グローバル化に対応する力
● 持続可能な社会づくりに関わる実践力
● リーダーシップ
● 企画力や創造力
● 意欲や志
● 人としての思いやりや優しさ、感性などの人間性
等
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これらは何に基づ
いて設定されてい
るのでしょうか？

ｃ発言はChatかQRか
近くの方と
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『見据える未来』に基づいて設定

未来の社会は、

複雑化し、

グローバル化が進み、

絶えず変化する社会

です。
14

VUCA（ブーカ）

Volatility（変動性）
Uncertainty（不確実性）
Complexity（複雑性）
Ambiguity（曖昧性）



誰が見据えた未来で
しょうか？

発言はChatかQRか近
くの方と
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誰が見据えた未来なのか？

01    | OECD
（Organisation for Economic Co-operation and Development：経済協力開発機構）

OECDは、欧米諸国、アメリカ、日本などを含む38か国（2022年9月時点）

の加盟国によって構成されており、「世界最大のシンクタンク」として様々

な分野における政策調整・協力、意見交換などを行っています。

文部科学省は、教育・科学技術分野における諸活動に参加・協力しています。
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誰が見据えた未来なのか？

02    | IEA
（The International Association for the Evaluation of Educational 

Achievement：国際教育到達度評価学会）

国際教育到達度評価学会（IEA）は、小・中学生を対象とした国際比較

教育調査を行う学会です。文化・社会・経済など異なる背景を持つ各国

における教育条件と学習到達度との関係を研究することを目的としてお

り、必ずしも到達度そのものの優劣を比較する意図はありません。
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現状と未来を見据えた

国際調査
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国際調査

PISA（Programme for International Student Assessment）：PISA(OECD生徒の学習到達度調査)は、15歳

を対象に3年ごとに実施される国際的な学力調査です。

TIMSS（Trends in International Mathematics and Science Study）： IEA（国際教育到達度評価学会）が

実施する、算数・数学と理科の学力調査。小学校4年生と中学校2年生を対象としています。

PIRLS（Progress in International Reading Literacy Study）： IEAが実施する、小学校4年生を対象とした

読解力の学力調査。

TALIS（Teaching and Learning International Survey）：OECDが実施する、教員の指導環境や学習環境に

関する調査。
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PISA

PISA2022で日本が好結果を出

した要因は複数考えられます。

・読解力向上への継続的な

取り組み

・ICT環境の整備と活用

・学習指導要領の改訂

・新学習指導要領で重視され

た「主体的・対話的で深い

学び」

得
点

数値は順位
（受験国・地
域全て）

グラフは得点
の推移
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PISA2022のポイント 国立教育政策研究所OECD生徒の学習到達度調査2022年調査

（PISA2022）のポイント
https://www.nier.go.jp/kokusai/pisa/pdf/2022/01_point_2.pdf

しかしながら
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TIMSS

TIMSS2023の結果はもうすぐ。

次回は2027。

図は2019年の結果。

出所：文部科学省国立教育政策研究所 ＩＥＡ国際数学・理科教育動向調査(TIMSS) 22



TIMSS2019のポイント

【数学】

◎ 小学校、中学校ともに、算数・数学の「勉強は楽しい」「得意だ」と

答えた児童生徒の割合は増加しているが、国際平均より下回っている。

◎ 中学校において、「数学を勉強すると、日常生活に役立つ」「数学を使うことが

含まれる職業につきたい」と答えた生徒の割合は、国際平均より下回っている。

【理科】

◎ 小学校において、理科の「勉強は楽しい・得意だ」と答えた児童の割合は増加

しており、引き続き、国際平均より上回っている。

◎ 中学校において、「理科を勉強すると、日常生活に役立つ」

「理科を使うことが含まれる職業につきたい」と答えた生徒の割合は、

前回調査より増加しているが、国際平均より下回っている。

出所：文部科学省国立教育政策研究所
ＩＥＡ国際数学・理科教育動向調査(TIMSS)
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TALIS

TALISは、PISAやTIMSSとは異なり、生徒の学力ではなく、教員や学校の状況に焦
点を当てた調査です。教員の労働環境や学校文化が、生徒の学習成果にどのように
影響するかを明らかにすることを目指しています。

結果の推移 2018年のTALISにおける日本の結果は、以下の点が特徴的でした。

ポジティブな側面:

規律と学習の雰囲気: 学級の規律が良く、学習に集中できる環境が整っている。

協調的な学校文化: 教員同士の協力体制があり、新しいアイデアの実践におい

て互いにサポートし合っている。
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TALIS2018のポイント ネガティブな側面:

◎職能開発時間: 職能開発に費やす

時間が国際的に見て短い。

◎仕事時間の増加: 特に中学校教員

の仕事時間が、前回調査と比較

して増加している。

◎校長職における男女比の偏り: 

中学校の女性校長の割合が参加国

中、最も低い。

これらの結果から、日本の教育現場では、

教員の多忙化やジェンダーバランスの改善

といった課題があることが浮き彫りになり

ました。

25
出所：国立教育政策研究所編「教員環境の国際比較：OECD国際教員指導
環境調査（TALIS）2018報告書



見据えた未来が現実に
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『見据える未来』に基づいて設定

未来の社会は、

複雑化し、

グローバル化が進み、

絶えず変化する社会

です。

先程のスライド

27

VUCA（ブーカ）

Volatility（変動性）
Uncertainty（不確実性）
Complexity（複雑性）
Ambiguity（曖昧性）



教育を取り巻く環境の変化

①人口減少・少子高齢化
・2050年に約1億人

・2050年に生産年齢人口比率約5割

・2021年調査一人当たり労働生産性、OECDで下位

・この20年で三世代同居の割合半減

⇒生産性の向上必須

・核家族、ひとり親世帯増加

⇒「他者との協働が減少」

⇒学校の相対的役割が大きい

OECD 加盟
38 カ国中

30 位(2022年)
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教育を取り巻く環境の変化

②グローバル化
・在留外国人22年末に307万強（過去最高）

・訪日外国人旅行者数増加 日本人出国者は均一

・働き手である15歳～64歳の人口が減少していくことから、

働き手を補充するため、補充外国人労働者の雇用が増加

【出典】人口は国立社会保障・人口問題研究所
「日本の将来推計人口」、
外国人労働者は厚生労働省、
2030年の外国人労働者の予測は日本総研による
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教育を取り巻く環境の変化

③デジタル化（Society5.0）
・仮想空間と現実空間の高度な融合。

社会のあらゆるところにデジタル技術。

よき創り手、よき使い手を育てる必要。

・デジタライゼーション（2つの影響）

・①ルーティンタスクからノンルーティンタスクが増加。

（ルーティンタスクはAIが行うようになる）

・②ICTの使う仕事の増加

⇒２つの影響をかけ合わせると、ICTを使ったノンルーティンタスク。

・日本のデジタル競争力は２９位。

・人材のスコア、デジタルスキルのスコアが低い。

出所：三菱総合研究所
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教育を取り巻く環境の変化

④人生100年時代
・日本は世界一の健康寿命

・変化の激しい時代✕人生１００年時代

働く期間が長くなる。マルチステージの時代へ。

出所：Life Shift Japan
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生涯学び続け
る必要性



第２部
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①現状の課題

②教育を取り巻く
環境の変化
③授業改革
④こう変わって
いる最中

⑤2030年に向けて
大改革中の10年
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激動の時代真っ只中ですが

学校現場の現状に注目しましょ

う
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子どもたちの

授業理解度は

どのくらいだと

思いますか？

34

発言はChatかQRか近
くの方と



子どもたちは授業に対してこう

感じています
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【出典】文部科学省 義務教育に関する意識に係る調査 概要・集計結果（令和4年度）

授業の
内容が
難しす
ぎる！
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授業の
内容が
簡単す
ぎる！

【出典】文部科学省 義務教育に関する意識に係る調査 概要・集計結果（令和4年度） 37



現状の課題① 学習におけるデータをまとめると

1️ ⃣理解度や学力もバラバラ（A・C層が置き去り）小４〜６

A層 簡単すぎる 23.2％

B層

C層 難しすぎる 26.5％

2 ⃣理解度や学力もバラバラ（A・C層が置き去り）中１〜３

A層 簡単すぎる 1️1️.1️％

B層

C層 難しすぎる 32.8％

＊一斉授業ではB層に合わせた授業をせざるを得ない

４９．７％
が置き去り

４３．９％
が置き去り
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「浮きこぼれ」「落ちこぼれ」

なぜこんな状態に・・・
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と思いつつ、

教壇に立つ先生方は分かってい

ますよね
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現状の課題② 多様化 さらに深刻

小・35人学級の多様性

特異な才能のある子ども2.3％ 発達障害の可能性のある子ども10.4％

不登校1.7％ 不登校傾向11.8％

家にある本の冊数が少なく学力の低い傾向が見られる子ども32.9％

日本語を家であまり話さない子ども2.9％

中・40人学級の多様性

特異な才能のある子ども2.3％ 発達障害の可能性のある子ども5.6％

不登校6.0％ 不登校傾向10.2％

家にある本の冊数が少なく学力の低い傾向が見られる子ども34.8％

日本語を家であまり話さない子ども3.2％

【出典】Society 5.0の実現に向けた教育・人材育成に関する政策パッケージ データまとめ更新 41



【出典】Society 5.0の実現に向けた教育・人材育成に関する政策パッケージ（２０２２年６月２日） 42



現状の課題から「これまで通り」で

「誰ひとり取り残さない」は可能なの

か？
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これまで通りの

授業スタイルでは限界・・・

44



「現状の課題」だけでなく「環境の変化」も

だから授業改革
授業のスタイルが変わりました
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あなたの学校は

「一斉授業」から

授業のスタイルが

変わりましたか？

46

発言はChatかQRか近
くの方と



授業改革
01

○個別最適な学び

指導の個別化

学習の個性化

○協働的な学び

👉一体的に充実

47

2017年周知
2020年～実施



授業改革
02

○主体的な学び

○対話的な学び

○深い学び

👉資質・能力の育成
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授業改革

変化の激しい社会において、

子どもたちが困難を乗り越え、

未来に向けて進む希望や力を身につける

49



授
業
は
変
わ
り
ま
し
た
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（出典：内閣府総合科学技術・イノベーション会議『Society5.0の実現に向けた教育・人材育成に関する政策パッケージ』を改変）

2030年
に向けて
大改革の
１０年
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新学習指導要領

1 小学校は令和2年（2020年）度

2 中学校は令和3年（2021年）度

3 高等学校は令和4年（2022年）度

しかし2020年１月～
2023年4月は…
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コロナで新しいスタイルの
授業に制限がありましたが
緩和されたので、現在多く
の学校で実行に移されてい
ます。
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第３部 具体的な取り組み

0
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0
2 

0
3 

①具体的にしておかないとい
けない事
・授業改革

②その為にしておかないとい
けない事
・dx
・生徒、職員研修

➂効率よく改革する為に必要
な事
・職場改善
・業務改善
・校則改正
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移行がまだの場合

今後早い段階で行うこと
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授業改革
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そのために学校として、

しなければならないこと
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・DX
・研修
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推進する為に必要な事

59



・職場改善
・業務改善
・生徒満足度改善
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チーム学校

改善のためには

組織的な

取り組みが必須
出典：文部科学省「チームとしての学校」の在り方 61



これらを改善するために

龍野東中学校では６つの柱
で改革を推進しています
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①学習指導
②情報教育
③生活指導,教育相談
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④小中一貫
⑤職員研修
⑥学校業務改善
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やっと本題

前振り長くてすみません

①学習指導の抜粋
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授業改革

子どもたちのために

より良いものに変える

取り組み
66



①学習指導の続きや

②～⑥については資料で。

またはリーディングDX

公開授業やセミナーにて。
67



授業改革
01

○個別最適な学び

指導の個別化

学習の個性化

○協働的な学び

👉一体的に充実

68



69

出典：学習指導要領「生きる力」 > ２．育成を目指す資質・能力と個別最適な学び・協働的な学び

個別最適な学び

・学習の個性化

基礎的・基本的な知識・技能等や、言語能力、情報活用能力、問題発見・解決能力等の学習の基盤と
なる資質・能力等を土台として、幼児期からの様々な場を通じての体験活動から得た子供の興味・関
心・キャリア形成の方向性等に応じ、探究において課題の設定、情報の収集、整理・分析、まとめ・
表現を行う等、教師が子供一人一人に応じた学習活動や学習課題に取り組む機会を提供することで、
子供自身が学習が最適となるよう調整する「学習の個性化」も必要である。

「学習の個性化」は個々の児童生徒の興味・関心等に応じた異なる目標に向けて、学習を深め、広げ
ることを意味し、その中で児童生徒自身が自らどのような方向性で学習を進めていったら良いかを考
えていくことなども含みます。例えば、情報の探索、データの処理や視覚化、レポートの作成や情報
発信といった活動にICTを効果的に使うことで、学びの質が高まり、深い学びにつながっていくことが
期待されます。また、児童生徒がこれまでの経験を振り返ったり、これからのキャリアを見通したり
しながら、自ら適切に学習課題を設定し、取り組んでいけるよう、教師による指導を工夫していくこ
とが重要です。



70

探究において
『課題の設定、情報の収集、
整理・分析、まとめ・表現』
を行う
👉時間がかかるのでコンパク
ト化のためのツールが必須

興味・関心を「生かす」のではなく、興味・関心を「育てる」



71
出典：学習指導要領「生きる力」 > ２．育成を目指す資質・能力と個別最適な学び・協働的な学び

個別最適な学び

・指導の個別化

全ての子供に基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得させ、思考力・判断力・表現力等や、自ら学
習を調整しながら粘り強く学習に取り組む態度等を育成するためには、教師が支援の必要な子供によ
り重点的な指導を行うことなどで効果的な指導を実現することや、子供一人一人の特性や学習進度、
学習到達度等に応じ、指導方法・教材や学習時間等の柔軟な提供・設定を行うことなどの「指導の個
別化」が必要である。

「指導の個別化」は一定の目標を全ての児童生徒が達成することを目指し、個々の児童生徒に応じて
異なる方法等で学習を進めることであり、その中で児童生徒自身が自らの特徴やどのように学習を進
めることが効果的であるかを学んでいくことなども含みます。ICTを活用することで得られる新たなデ
ータも活用し、きめ細かく学習の状況を把握・分析したり、個々の児童生徒に合った多様な方法で学
んだりしていくことで、確実な資質・能力の育成につながっていくことが期待されます。また、学習
履歴（スタディ・ログ）、生活・健康面の記録（ライフログ）等、児童生徒に関する様々なデータを
可視化し、学習方法等を提案するツールなど、新たな情報手段の活用も考えられますが、そのような
新たな情報手段の活用も含め、児童生徒が自らの状態を様々なデータも活用しながら把握し、自らに
合った学習の進め方を考えることができるよう、教師による指導を工夫していくことが重要です。
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学習履歴（スタディ・ログ）、生
活・健康面の記録（ライフログ）
を活用して、
『重点的な指導』
『指導方法・教材や学習時間等の
柔軟な提供・設定』
👉複線化のためのツールが必須
従来の「個に応じた指導」の延長として平板に捉えるのではなく、これ
までの研究や実践に基づいた理念と方法論に取り組む
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出典：学習指導要領「生きる力」 > ２．育成を目指す資質・能力と個別最適な学び・協働的な学び

協働的な学び

探究的な学習や体験活動などを通じ、子供同士で、あるいは地域の方々をはじめ多様な他者と協働し
ながら、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、様々な社会的な変化を乗り越え、持続可能な
社会の創り手となることができるよう、必要な資質・能力を育成する「協働的な学び」を充実するこ
とも重要である。

ICTの活用により、児童生徒一人一人が自分のペースを大事にしながら共同で作成・編集等を行う活動
や、多様な意見を共有しつつ合意形成を図る活動など、「協働的な学び」もまた発展させることがで
きます。ICTを利用して空間的・時間的制約を緩和することによって、遠隔地の専門家とつないだ授業
や他の学校・地域や海外との交流など、今までできなかった学習活動も可能となります。
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探究的な学習や体験活動など
を通じ、多様な他者と協働し
ながら（略）
👉共同で作成・編集等を行う
活動や、多様な意見を共有し
つつ合意形成を図るためのツ
ールが必須



授業改革
02

○主体的な学び

○対話的な学び

○深い学び

👉資質・能力の育成
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2024 バージョン 1.0

GoogleWorkspace実践講座

児童生徒によるGoogleWorkspace
の授業での活用

龍野東中学校
ホームページ

2024.06.27
龍野東中学校 教頭 杉山誠人



①学習指導 授業改革

生徒による
ICT利活用

教科書、ノート
タブレット

文房具です
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◎タブレットは教科書や筆記用具と同じく文房具です。

◎朝来たら取り出し、１日ずっと使います。

登校から下校まで基本常に持たせましょう。

◎ルールで縛り過ぎず、自分で考えて使用できるように

しましょう。

◎もちろん毎日持ち帰り。

家にログインできるデバイスがあるなら学校で充電保管。

・GoogleWorkspace・デジタル教科書・AIドリル

・ブックマーク・パスワード

①文房具 児童生徒



①学習指導 授業改革

教師による
ICT活用

説明の
コンパクト化
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◎説明のコンパクト化

◎Google スライドでもドキュメントでも何でもOK

◎黒板に書くより断然早い（黒板も優秀なデバイス）

◎生成AIにベースを作らせると時短（英語版はGemini for Google 

Workspaceが実装）

（例）《2024年版》AIで資料作成を自動化！スライド生成AIツー

ル14選の使い方を徹底比較

②コンパクト化と共有 スライド 教師

https://studio.virtual-planner.com/ai-slide-generation-tool/#6
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◎作成したファイルは児童生徒に共有

◎生徒・児童向け機能

・課題の確認・提出: Google Classroom上で事前に課題を

確認し、ファイルを添付して提出することができます。

・フィードバック・成績確認: 提出した課題への先生からの

フィードバックや採点結果を確認できます。

・コミュニケーション: ストリーム（掲示板）やメールを使って、

先生やクラスメートと質問や情報共有ができます。

②コンパクト化と共有 クラスルーム両方
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◎教師向け機能

・クラス・課題の作成・管理: クラスを作成し、課題を作成・

配布・管理できます。

・資料の追加: 課題にYouTube動画やGoogleフォームのアンケート

などの資料を追加できます。

・リアルタイムフィードバック: 生徒が提出した課題に

リアルタイムでフィードバックを提供できます。

・お知らせ・ディスカッション: お知らせを投稿したり、生徒から

の質問を元にディスカッションを開始したりできます。

②コンパクト化と共有 クラスルーム両方
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◎オンライン授業の流れ

①授業に参加: 生徒はクラスルームからリンクを

クリックして授業に参加。

②授業の実施: 先生は画面共有や資料提示などを活用して授業を

行います。生徒はチャットや挙手機能を使って質問や発言が

できます。

③授業の終了: 授業終了後、録画した授業動画を生徒と共有する

ことも可能です。

②コンパクト化と共有 Meet 両方
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・Google Classroomとの連携: Google Classroomと

連携することで、授業への参加、課題の配布・提出

などをスムーズに行えます。

・教室外でオンライン授業を受けている児童生徒の服装や背景が

映りこまない配慮が必要です。

・録画したデータの取り扱いへの注意が必要です。

②コンパクト化と共有 Meet 教師
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◎作成したファイルは教師にも共有

・時短のため、職員共有の財産にしましょう。

・整理整頓とか堅苦しいことは言わずに共有フォルダにどんどん

入れてもらいましょう。「検索」の活用。

・どこからでもアクセス可能: インターネット環境があれば、

パソコン、スマホ、タブレットなど、どのデバイスからでも

プラットフォームの垣根なくファイルにアクセスできます。

②コンパクト化と共有 ドライブ 教師
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・自動保存: ファイルの編集内容は自動的に保存されるため、

データ消失の心配がありません。

・共有が簡単: ファイルやフォルダを特定の人と共有したり、

URLを知っている人全員と共有したりできます。

・共同編集: 複数のユーザーが同時に同じファイルを編集できま

す。

・Google Workspaceとの連携: Googleドキュメント、スプレッド

シート、スライドなどのGoogle Workspaceアプリと連携して、

ファイルの作成・編集がスムーズに行えます。

②コンパクト化と共有 ドライブ 教師
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生徒にとってのメリット

◎見やすいレイアウト: Googleサイトはレスポンシブ

デザインに対応しており、デバイスの画面サイズに

合わせて自動的にレイアウトが調整されるため、

見やすい状態で情報を確認できます。

◎情報の一元管理: 授業に関する資料、課題、お知らせなどが一つ

のサイトにまとまっているため、情報を探す手間が省けます。

◎インタラクティブなコンテンツ: 動画や画像、クイズなどを埋め

込むことで、より楽しく学習できます。

②コンパクト化と共有 サイト 児童生徒
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教師にとってのメリット１

◎簡単に作成・更新: 専門知識がなくても、直感的な

操作でサイトを作成・更新できます。

◎情報共有がスムーズ: 授業資料や課題などを一括で共有できるた

め、配布の手間が省けます。

◎リアルタイムでの更新: 授業中にサイトを更新することで、生徒

に最新情報をすぐに伝えることができます。

②コンパクト化と共有 サイト 教師
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教師にとってのメリット２

◎Google Workspaceとの連携: Google Classroomや

Googleドライブと連携させることで、課題の提出や

フィードバックを効率的に行えます。

◎アクセス制限: 特定のユーザーのみ閲覧できるように設定できる

ため、クラス限定の情報共有に便利です。

②コンパクト化と共有 サイト 教師
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1. コミュニケーションの活性化

◎リアルタイムでの質疑応答: 授業中や授業後、

生徒が気軽に発表・質問できる環境を提供でき

ます。先生は個別に回答したり、全員に共有

したりと柔軟に対応できます。

◎グループでのディスカッション: グループチャット機能を

活用することで、生徒同士が意見交換や情報共有を行い、

主体的な学習を促進できます。

◎授業外コミュニケーション: 授業時間外でも、生徒が質問した

り、先生から課題のヒントや追加情報を提供したりできます。

②コンパクト化と共有 Chat 両方
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2. 情報共有の効率化

◎資料の共有: 授業資料や参考資料をGoogle Chatで

共有することで、生徒はいつでもどこでも

アクセスできます。紙の資料の配布の手間を省き、

環境にも配慮できます。

◎課題の提出: 生徒はGoogle Chat上で課題を提出できるため、

提出忘れを防ぎ、効率的な回収・管理が可能です。

◎お知らせの一斉送信: 授業の変更や課題の締め切りなど、

重要な情報を生徒全員に一斉に通知できます。

②コンパクト化と共有 Chat 両方
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3. 学習履歴の記録

◎チャット履歴の保存: Google Chatでのやり取りは

自動的に保存されるため、児童生徒・教師は

過去の質問や回答を振り返ることができます。

◎学習状況の把握: 先生は生徒の質問内容や発言頻度などから、

個々の理解度や学習状況を把握できます。

②コンパクト化と共有 Chat 両方



①学習指導 授業改革

デジタル教科書

拡大
ネイティブ
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①学習指導 授業改革

複線化

様々な学習形態が同
時に進行

個
別

協
働

一
斉
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複線型の授業とは、生徒一人ひとりの興味や

関心、学習進度に合わせて、それぞれ異なる

学習目標を設定し、多様な学習活動を展開す

る授業形態です。Google Chatはこのような複

線型の授業を効果的にサポートするためのツ

ールとして、以下のメリットがあります。

③複線化 両方
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1. 個別指導の充実

● 個別の質問対応: 生徒は個別に先生に質問を送ることができる

ため、自分のペースで疑問点を解消できます。先生も個々の

生徒の理解度に合わせて、きめ細やかな指導ができます。

● 学習進捗の共有: 生徒は自分の学習進捗や課題の状況を先生に

報告できます。先生は個々の生徒の状況を把握し、適切なア

ドバイスやサポートを提供できます。

③複線化 両方
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2. 協働学習の促進

● グループチャット機能: グループチャット機能を活用すること

で、生徒同士が意見交換や情報共有を行い、互いに学びを深

めることができます。

● 共同編集機能: Googleドキュメントなどのファイルを共有し、

共同編集することで、協働的な課題解決能力を育むことがで

きます。

③複線化 両方
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3. 学習意欲の向上

● いつでもどこでもアクセス可能: 生徒は自分の好きなタイミン

グでGoogle Chatにアクセスし、学習を進めることができます。

● 双方向のコミュニケーション: 先生やクラスメートとのコミュ

ニケーションを通して、学習意欲を高めることができます。

● 多様な表現方法: テキストだけでなく、画像や動画、音声メッ

セージなどを活用することで、自分の考えを多様な方法で表

現できます。

③複線化 両方



①学習指導 授業改革

進捗状況可視化

スプレッドシート
WinBird

見取りとサポート
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1. 情報の一元管理と共有

● 一覧性の向上: 生徒全体の進捗状況を一覧で確認でき、課題の

提出状況や理解度などを把握しやすくなります。

● リアルタイムでの更新: スプレッドシートはオンライン上で共

有できるため、生徒の進捗状況をリアルタイムで更新・確認

できます。

● 共有の容易性: スプレッドシートのURLを共有するだけで、他

の先生や関係者と情報共有がスムーズに行えます。

④進捗状況可視化 両方
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２. 個別指導の充実

● 生徒ごとの進捗状況の把握: スプレッドシートで生徒一人ひと

りの進捗状況を細かく記録することで、個別の課題や理解度

に応じた指導ができます。

● 目標設定と振り返り: 生徒と一緒にスプレッドシートを見なが

ら目標を設定したり、進捗状況を振り返ったりすることで、

主体的な学習を促せます。

④進捗状況可視化 両方



①学習指導 授業改革

探究学習

タブレットを使えば
１コマの授業内で
完結
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例えばこのようなスプレッドシート。

以下のリンクをGoogleMeetでメッセージ配信します。

いろいろ入力して試してください。

https://docs.google.com/spreadsheets/d/1ByWmIgV8ete89nu

Vo9Q_jPH48BeYx4n8bZvai561Kog/edit?usp=sharing

④進捗状況可視化 両方



①学習指導 授業改革

学習したことの表現

情報の構造化

Jam（2024 年 10 月 1 日まで），
スライド，Figjamなど
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1. 視覚的な表現: Jamboardは、テキスト、図形、画像、付箋など

を自由に配置できるため、情報を視覚的に整理し、構造化するこ

とができます。これにより、複雑な情報をシンプルに表現し、理

解を深めることができます。

2. リアルタイムでの共同編集: Jamboardは、複数のユーザーが同

時に編集できるため、授業中に生徒全員でアイデアを出し合い、

情報を整理することができます。これにより、活発な議論を促し、

共同作業を通して理解を深めることができます。

⑤情報の構造化 児童生徒
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Jamboardの代わりになりそうなツール

➔ ふきだしくん https://477.jp/

➔ Canva https://www.canva.com/ja_jp/presentations/

➔ Miro https://miro.com/ja/

➔ FigJam https://www.figma.com/ja-jp/figjam/

➔ Googleスライド

⑤情報の構造化



①学習指導 授業改革

事前アンケートや
振り返り、テストで
も

デジタルで
収集・共有・分析
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Google forms

生徒にとってのメリット

● 回答しやすい: 直感的なインターフェースで、簡単に回答でき

ます。

● フィードバックが早い: 回答後すぐに自動採点されるため、自

分の理解度をすぐに確認できます。

● 匿名での回答: 匿名で回答できるため、質問や意見を気兼ねな

く伝えられます。

⑥収集・共有・分析 児童生徒
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教師にとってのメリット①

● 簡単に作成・配布: 直感的な操作でフォームを作成でき、

Google Classroomやメールで簡単に配布できます。

● 自動採点・集計: 選択式問題や数値入力問題は自動採点され、

回答結果は自動で集計・グラフ化されるため、採点や分析の

手間が省けます。

● 多様な質問形式: 選択式、記述式、スケール、チェックボック

スなど、多様な質問形式に対応しており、様々な形式のアン

ケートや小テストを作成できます。

⑥収集・共有・分析 教師
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教師にとってのメリット②

● 回答状況の確認: リアルタイムで回答状況を確認できるため、

授業の進め方や課題の難易度調整に役立ちます。

● フィードバックの効率化: 個別または全体へのフィードバック

を効率的に行えます。

⑥収集・共有・分析 教師



授業改革をより効果的にす
るために ①学習指導
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学習指導 グランドデザイン
・カリキュラムマップ

教科横断的
可視化
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学習指導 アダプティブラーニング

AIドリル

個別最適化
データ分析
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学習指導 定期考査廃止

小範囲テストに切り
替えました
これにより、生徒の
学習のつまづきを早
期に発見し、個別指
導に繋げます
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学習指導 課題改革
課題の数を減らすと
ともに、生徒自身が
学びたい内容を課題
として設定できるよ
うにしました。
これにより、生徒の
主体性や探究心を育
みます。

116



授業改革をより効果的にす
るために ②情報教育
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情報教育 情報モラル教育

Google Meetを活用
して全校生徒を対象
に、情報モラル研修
を定期的に実施
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情報教育 全校タイピング大会

正確かつ
スピーディーに文字
を入力

文字入力の方法は
自由
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http://drive.google.com/file/d/1iGc1OrcZLxGcmznr1B1gIyeumEz_1FI0/view


情報教育 全校プログラミング大会

生徒たちが自ら課題
を設定し、Scratch
を使ってソフトの開
発を行っています。
優秀作を全校生に披
露し、プレゼンしま
す。
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情報教育 ICT利活用推進

Google Workspace

生徒の情報活用能力
を育成

教職員のICT活用ス
キルを向上
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授業改革をより効果的にす
るために

③生活指導,教育相談

122



生活指導,教育相談 心のケア

学校環境適応感調査
アセス

Googleフォーム

123

出所：アセス（学級全体と児童生徒個人のアセスメントソフト）の使い方・活かし方 自分のパソコン
で結果がすぐわかる』ほんの森出版 栗原慎二・井上弥編著



生活指導,教育相談 心のケア

ストレスチェック

Googleフォーム
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生活指導,教育相談 心のケア

スクリーニング会議
【アセス・ストレス
チェック・欠席・遅
刻・早退・経験】

超早期発見
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生活指導,教育相談 生徒指導提

要
自発的・主体的に成長や発達
する過程を支える教育活動

早期発見・未然防止

チームやパートナーシップ

マルトリートメント

ブラック校則

出所：令和４年１２月東京都教育庁指導部 126



生活指導,教育相談 支援

複数担任制

家庭訪問AIドリル

LGBTQ+ 新制服・体操服
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生活指導 職員室・教室

マルトリートメント対策

敬称

職員室と同じ風が
教室にも吹く

128



授業改革をより効果的にす
るために

④小中一貫教育
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小中一貫教育
グランドデザイン

カリキュラムマップ

中１ギャップ

出所：袋井市企画財政部企画政策課 130



小中一貫教育 兵庫型学習システムC型

週３日小宅小学校

小学６年生英語の授
業を、中学校英語教
師が行っています。
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授業改革をより効果的にす
るために

⑤職員研修
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職員研修 資質向上

毎月１回以上

短時間研修

講師は教職員
（若手・ベテラン問わず）
⇒尊敬 感謝 関係改善
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職員研修 年代別・異動別研修

若手：教育の基本中
心

（スキルはできる）

ベテラン：ICTスキル重視

（基本事項は完璧）

外部人材活用
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授業改革をより効果的にす
るために

⑥学校業務改善
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学校業務改善 情報共有

日程表

Chat（各部、欠席、
不在電話、サポート
ルーム、研修など
各種スペース）
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学校業務改善 情報共有

出席簿

ポータル（まとめ）
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学校業務改善 情報収集・分析

具体的な活用例（Googleforms ，calendar）

● 小テスト・アンケート: 授業の理解度確認や意見収集に。
● 宿題・課題の提出: 提出状況の管理やフィードバックに。
● 授業評価アンケート: 授業改善のための意見収集に。
● 保護者アンケート:学校評価や学校への意見収集に。
● 参加申込フォーム: イベントや補習の参加者募集に。
● 参加申し込み：個別懇談会の時間枠予約。
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学校業務改善 時間の確保

完全下校１７時

部活動指導員

時間と健康
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得意分野を生かして

少しずつみんなで

改善して

いくことが大切
140



激動の時代で、職場的には
大変かもしれませんが、

基本路線は「改善」なので
一緒にがんばりましょう。
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ご清聴
ありがとう
ございました

本資料は、著作物を引用して作成しています。
各著作物の引用箇所については、本文中で明示しています。

引用部分を除き、本資料の著作権は作者に帰属します。
本資料の一部または全部を無断で複製、転載、改変、再配布することを禁じます。
引用を行う場合は、著作権法の規定に従い、適宜の方法で出所を明示してください。
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